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✽ぼくの草のなまえ 長尾　玲子
✽ワクワクお花屋さん気分 　 今野　政代
✽僕は上手にしゃべれない 椎野　直弥

✽優しさと勇気の育てかた     水谷　修 ✽ネコの家庭教師 南部　和也
✽イラストで見る昭和の消えた仕事図鑑    澤宮　優文 ✽夢金　古典落語 立川　談春
✽一生モノの禁煙術　     武本　秀治 ✽ともだちのひっこし 宮野　聡子
✽覚えておきたい総理の顔     本間　康司 ✽おもちゃのかたづけできるかな 深見　春夫
✽子どもの本のよあけ　瀬田貞二伝      荒木田　隆子

✽雪つもりし朝     植松　三十里
✽本を守ろうとする猫の話     夏川　草介 ✽げんきにおでかけ 五味　太郎
✽騎士団長殺し　第１部・第２部     村上　春樹 ✽これは、わにです。 ﾋｰｽ・ﾏｯｹﾝｼﾞｰ

　

休館日

日 月 火 水 木 金 土

22日：おはなし会 / 23日：開館延長日（19時まで開館）
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児　童　書

貸出冊数上限

中央図書館

加治木図書館

館　名
図書資料・雑誌

（紙芝居は2点まで）

２４冊
８冊

一　般　書

加治木郷土館
　加治木図書館に隣接する加治木郷土館に足を運んだことがあります
か？郷土館は、昭和12年3月に現加治木図書館の所に起工され、同
年10月に開設されました。その後、町内有志旧家の援助などもあり、陳
列品が充実し多くの来館者で賑わいました。しかし終戦後は衰退の一
途を辿り、町内有職者の間で再建が検討されました。その後、元県議
の新川近義氏により鉄筋二階建ての郷土館が特志寄贈され、昭和47
年（1972）10月に完成。資料総数は1350件余り所蔵し、１階展示室に
は歴史資料、２階には民俗資料が展示されています。
　なかでも西郷隆盛筆「敬天愛人」（市指定文化財）や「名山楼詩集
版木」（県指定文化財））は貴重な資料の一つです。例えば、この南洲
書『敬天愛人』は明治8年（1875）に西郷隆盛から現在の柁城小学校
の地に設けられ、私学校へ贈られたという縦書きの珍しい書です。ま
た、『名山楼詩集版木』は第25代島津重豪の従弟 島津久徴の著書
で、寛政12年（1800）に刊行された漢詩集です。現存する61枚の版木
は精密で薩摩の近世文化を知る貴重な資料でもあります。
　他にも、加治木銭と呼ばれる洪武通宝の私鋳銭や加治木の工芸品な
ど、地元加治木の歴史を知ることができる資料が多数展示されています。
加治木の歴史と文化を肌で感じることのできる郷土館へ、おじゃったもん
せ。参考資料：『加治木郷土誌』加治木郷土誌編さん委員会
　　　　　　　   　『鹿児島県の歴史散歩』山川出版社

蒲生公民館図書室

地区公民館図書室

移動図書館

平成29年度 

４月号 
℡ 62-2605 

姶良市立図書館ホームページ 

（ http://lib-aira.jp/  ） 
でも図書館の情報を発信しています。 

あいらよかとこ 

 平成29年4月より貸出冊数が変更になります！ 

◆貸出冊数の増冊のお知らせ 

おはなし会のお知らせ 
    （毎月第４土曜日） 

4月22日（土）10時30分からスタート! 

お気軽にご参加ください♪ 

 『子ども読書の日』に合わせて、ものがたりに登場する食べ物を、

姶良市内の小中学校の給食でお届けします！ 

＊ものがたりレシピいただきます！＊  あなたのお気に入りの本を、絵手紙で紹

介しませんか？読書ゆうびんは、こどもの

読書週間に加治木図書館で開催する『読

書ゆうびん展』で、展示する予定です。 

 あなたのおススメの一冊を 
         お待ちしています！ 
用紙は加治木図書館で配布しています。 

読書ゆうびん 

○手紙や葉書に関する本  

 電子化の時代だからこそ、手紙を書くことにこだわってみませ

んか？手紙を様々に楽しめる本を集めてみました。  

○春に読みたい絵本  

○詩を楽しもう  

 心に思うことや感動を、一種のリズムにのせて奏でる詩の魅

力を感じる本を紹介します。  

○4/23 『子ども読書の日』  ○4/23～5/12 『こどもの読書週間』 

＊かごしま中枢都市圏広域利用開始！＊ 

 鹿児島市立図書館・日置市立図書館・いちき串木野市立図書館 

で、図書カードを作り、図書資料を借りることができるようになりました。

なお、借りた図書資料は姶良市内の図書館で返却することもできま 

す。詳細につきましては、館内に掲示してある案内をご覧ください。 

○新着図書の紹介 


